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自
民
党
三
和
支
部
（
森
田

悦
男
支
部
長
）
の
女
性
部
会

が
�
万
７
５
９
５
円
。
�
日

に
古
河
市
の
Ｊ
Ｒ
古
河
駅
前

や
道
の
駅
「
ま
く
ら
が
の
里

こ
が
」
な
ど
３
カ
所
で
部
会

員
�
人
が
募
金
活
動
を
行

い
、
義
援
金
を
募
っ
た
。
岩

本
良
子
副
部
会
長
、
三
浦
満

子
部
会
長
、
大
橋
み
ち
子
副

部
会
長
＝
写
真
左
か
ら
＝
が

筑
西
支
社
に
届
け
た
。

◇

　
ひ
た
ち
な
か
市
の
合
唱
団

ひ
ま
わ
り
（安
か
つ
子
団
長
）

と
日
立
市
の
日
立
製
作
所
日

立
事
業
所
合
唱
団
（
菊
地
泰

紀
代
表
）が
�
万
４
５
２
円
。

�
日
に
ひ
た
ち
な
か
市
文
化

会
館
で
行
わ
れ
た
合
唱
団
ひ

ま
わ
り
の
第
�
回
定
期
演
奏

会
で
両
団
員
と
来
場
者
か
ら

募
っ
た
善
意
。
「
心
か
ら
応

援
し
て
い
ま
す
」
と
、
指
揮

者
の
木
村
義
昭
さ
ん
と
安
か

つ
子
さ
ん
、松
本
恭
子
さ
ん
、

佐
藤
睦
子
さ
ん
＝
写
真
右
か

ら
＝
が
届
け
た
。

◇

　
水
戸
市
水
府
町
の
県
鳶
・

土
木
工
業
会
（
杉
山
英
夫
会

長
）
が
５
万
円
。
�
日
に
稲

敷
市
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ガ
ー

デ
ン
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催

し
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
会
員

か
ら
募
っ
た
善
意
。
「
困
っ

て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
う
。
被
災
地
の
方
々

の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
、
川
井
和
子
事
務
局

長
が
届
け
た
。◇

　
県
陸
砂
利
採
取
協
同
組
合

（
小
河
原
欣
也
理
事
長
）
が

�
万
円
。
組
合
員
か
ら
救
援

金
を
募
っ
た
。
堤
勝
男
副
理

事
長
、
小
河
原
理
事
長
、
毛

塚
利
光
事
務
局
長
＝
写
真
左

か
ら
＝
が
水
戸
支
社
に
届
け

た
。
同
組
合
は
県
と
災
害
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
「
災
害

に
は
迅
速
な
対
応
が
重
要
。

い
ち
早
く
被
災
さ
れ
た
方
の

役
に
立
て
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。

◇

　
桜
川
市
立
猿
田
小
学
校

（
大
武
浩
治
校
長
）
が
１
万

７
８
９
円
。
児
童
会
の
６
年

生
＝
写
真
＝
が
中
心
と
な
り

昇
降
口
に
募
金
箱
を
設
置
し

呼
び
掛
け
た
。◇

　
那
珂
市
の
大
内
正
勝
さ
ん

が
１
万
円
。
「
度
重
な
る
余

震
と
車
中
生
活
で
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
方
々
が
早
く
元
通

り
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ

う
、
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」

と
届
け
た
。

◇

　
土
浦
第
三
中
学
校
（
砂
村

正
人
校
長
）
が
７
万
６
２
５

２
円
。
生
徒
会
本
部
（
荒
和

輝
会
長
）
と
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会

（
山
口
安
麻
音
委
員
長
）
が

中
心
と
な
り
募
金
活
動
を
行

い
、
生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善

意
。
「
熊
本
地
震
で
被
災
さ

れ
た
方
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
松
田
美
香
教

諭
、
荒
会
長
、
森
田
花
鈴
副

会
長
、
山
口
委
員
長
＝
写
真

左
か
ら
＝
が
土
浦
・
つ
く
ば

支
社
に
寄
託
し
た
。

◇

　
合
気
道
つ
く
ば
修
練
会

（
根
本
博
喜
代
表
）
が
５
万

５
千
円
。
道
場
で
の
稽
古
が

行
わ
れ
た
４
日
間
、
会
員
か

ら
救
援
金
を
募
っ
た
。
事
務

局
の
山
口
美
奈
さ
ん
と
広
報

の
鈴
木
善
之
さ
ん
＝
写
真
右

か
ら
＝
が
「
熊
本
の
被
災
者

へ
の
生
活
支
援
に
」
と
土
浦

・
つ
く
ば
支
社
へ
届
け
た
。

◇

　
【
銀
行
振
り
込
み
分
】

　
コ
バ
ヤ
シ
　
タ
カ
ヒ
ロ
５

千
円
▽
ナ
ガ
ノ
　
ユ
ウ
ジ
１

万
円
▽
イ
シ
イ
　
マ
リ
コ
１

万
円
▽
ミ
ズ
グ
チ
ケ
ン
シ
ョ

ウ
　
５
万
円
▽
ナ
ガ
モ
リ
　

キ
ヨ
ミ
５
千
円
▽
オ
ミ
ネ
　

カ
ツ
ト
モ
５
千
円

木のぬくもりが心地よい寄贈された木製

ベンチ＝大洗町磯浜町の県大洗水族館

２
０
０
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で

花
束
を
手
に
歌
う
大
森
さ
ん

　
栃
木
県
鹿
沼
市
幸
町
２
丁

目
、
元
会
社
員
、
大
森
幹
彦

さ
ん
（�
）
は
７
年
前
か
ら
介

護
施
設
な
ど
で
歌
を
披
露
す

る
「
歌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
続
け
、
宇
都
宮
市
内
で
４

月
に
開
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

計
２
０
０
回
に
達
し
た
。
現

在
、
県
内
約
�
カ
所
の
施
設

を
慰
問
し
て
い
る
が
、
大
森

さ
ん
は
「
依
頼
は
増
え
て
お

り
、
忙
し
く
な
り
そ
う
。
こ

れ
か
ら
も
得
意
な
歌
を
通
し

て
社
会
貢
献
し
た
い
」
と
意

欲
を
み
せ
て
い
る
。

　
歌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
の
は
２
０
０
９
年
、
�

歳
の
時
。
金
融
機
関
に
勤
め

１
年
後
に
定
年
退
職
を
控
え

る
中
、
「
歌
手
に
な
る
夢
は

か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
せ
め

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
歌
を
通

し
て
多
く
の
人
を
笑
顔
に
し

た
い
」
と
一
念
発
起
。
�
年

８
月
に
は
１
０
０
回
を
達

成
、
現
在
も
週
１
回
の
頻
度

で
慰
問
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
０
０
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
４
月
�
日
、
宇
都
宮
市
緑

５
丁
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
み
ど
り
で
開
か
れ
、
入

居
者
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
な
ど
約
�
人
が
参
加
。
木

下
さ
ん
の
「
忘
れ
な
草
を
あ

な
た
に
」
や
船
村
徹
さ
ん
の

「
み
だ
れ
髪
」
な
ど
�
オ
ー

ル
栃
木
�
の
�
曲
を
披
露

し
、
顔
な
じ
み
の
高
齢
者
か

ら
握
手
を
求
め
ら
れ
る
場
面

も
。

　
大
森
さ
ん
は
「
達
成
感
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
。
３
０
０
回

を
目
指
し
活
動
を
続
け
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
下
野
新
聞
か
ら
）

神
栖
メ
ン
チ
を
頬
張
る
児
童
＝
神
栖
市
平
泉

　ピーマン生産量日本一を誇る神栖市で、児童生徒に地元特産の食材

への理解を深めてもらおうと、市は本年度から市特産品の「神栖メン

チ」を学校給食のメニューに加え、市内の公立小中学校全�校に提供

を始めた。

　
市
立
息
栖
小
（
立
野
健

二
校
長
、児
童
７
２
９
人
）

で
は
�
日
、
給
食
に
神
栖

メ
ン
チ
が
初
登
場
し
、
子

ど
も
た
ち
が
口
い
っ
ぱ
い

に
頬
張
っ
た
。

　
メ
ン
チ
カ
ツ
が
大
好
き

な
る

と
い
う
６
年
の
小
田
倉
完

さ
ん
（�
）は
「
神
栖
メ
ン

チ
は
ピ
ー
マ
ン
が
入
っ
て

い
て
、さ
ら
に
お
い
し
い
。

毎
日
給
食
に
出
し
て
ほ
し

い
」
と
歓
迎
。
ピ
ー
マ
ン

が
苦
手
な
後
藤
謙
心
さ
ん

（�
）も
「
独
特
の
臭
み
や

苦
み
を
感
じ
な
か
っ
た
。

ピ
ー
マ
ン
が
嫌
い
な
人
で

も
食
べ
ら
れ
る
と
思
う
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

　
神
栖
メ
ン
チ
は
細
か
く

切
っ
た
ピ
ー
マ
ン
を
混
ぜ

た
細
長
い
棒
状
の
メ
ン
チ

（
�
㌘
）
。
２
０
１
５
年

に
市
特
産
品
の
認
定
を
受

け
て
い
る
。
開
発
し
た
業

務
用
食
品
卸
会
社
「
鹿
島

食
品
」
（
神
栖
市
筒
井
、

大
槻
眞
人
社
長
）
は
、
給

食
や
お
弁
当
向
け
に
、
よ

り
食
べ
や
す
い
丸
形
（
�

㌘
）
と
小
判
形
（
�
㌘
）

メ
ン
チ
を
新
た
に
開
発
。

今
月
か
ら
小
学
校
は
丸

形
、
中
学
校
に
は
小
判
型

を
提
供
し
て
い
る
。

　
大
槻
社
長
は
「
給
食
の

神
栖
メ
ン
チ
を
き
っ
か
け

に
、
子
ど
も
た
ち
に
地
元

特
産
品
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

た
。

（
関
口
沙
弥
加
）

新
酒
を
楽
し
む
来
場
者
た
ち
＝
磯
蔵
酒
造

　第�回「ちょっ蔵　新酒を祝う会」が�

日、笠間市稲田の磯蔵酒造で開かれ、升酒

など新酒の提供のほか、ステージイベント

などがあり、多くの愛飲家らが祭り気分を

楽しんだ。

　会場では酒に合う料理も販売され、来場

者はこれをつまみに新酒をじっくり味わ

い、家族・知人同士で会話に花を咲かせた。

　ステージで音楽やパントマイムなどが披

露されたほか、利き酒大会や仕込み蔵の見

学なども行われた。

　
２
月
に
大
洗
町
で
開
か

れ
た
県
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
促
進
議
員
連

盟
（
林
活
議
連
、
石
井
邦

一
会
長
）
と
栃
木
県
同
議

員
連
盟
（
神
谷
幸
伸
会
長
）

の
交
流
会
を
記
念
し
て
寄

贈
さ
れ
、
地
元
の
ア
ク
ア

ワ
ー
ル
ド
県
大
洗
水
族
館

（
同
町
磯
浜
町
）
の
タ
ッ

チ
ン
グ
プ
ー
ル
前
に
設
置

さ
れ
た
県
産
材
ベ
ン
チ
が

同
館
を
訪
れ
る
団
体
客
や

家
族
連
れ
に
好
評
だ
。

　
同
交
流
会
は
、
両
県
議

員
連
盟
が
２
月
�
日
に
同

町
東
光
台
の
ホ
テ
ル
で
開

催
し
た
「
那
珂
川
『
森
林

と
水
』
こ
だ
わ
り
交
流

会
」
。
県
産
材
の
利
用
促

進
を
支
援
す
る
県
議
会
議

員
の
会
合
で
、
両
議
連
か

ら
ベ
ン
チ
１
基
が
水
族
館

を
運
営
す
る
「
い
ば
ら
き

文
化
振
興
財
団
」
に
寄
贈

さ
れ
た
。

　
ベ
ン
チ
は
長
さ
１
８
０

㌢
、
幅
�
㌢
、高
さ
�
㌢
。

県
産
材
の
木
目
の
美
し
さ

を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン

で
、
座
面
か
ら
背
も
た
れ

に
か
け
て
の
面
が
１
本
の

木
か
ら
取
っ
た
材
料
で
作

ら
れ
、
木
目
が
つ
な
が
っ

て
い
る
の
が
特
徴
。
長
椅

子
に
な
っ
て
お
り
、
十
数

本
の
木
を
組
み
合
わ
せ
た

豪
華
な
作
り
で
、
木
の
ぬ

く
も
り
の
あ
る
座
り
心
地

に
な
っ
て
い
る
。

　
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
前

は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
は
海
の
生
き
物
に
直

接
触
っ
て
楽
し
め
る
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
家
族
連
れ
に

人
気
。
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の

木
製
ベ
ン
チ
は
寄
贈
さ
れ

た
１
基
と
合
わ
せ
３
基
あ

り
、
小
休
止
し
た
り
、
父

母
ら
が
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
場
所
な
ど
と
し
て
好

評
だ
。

（
萩
庭
健
司
）

歩
く
脳
ト
レ
運
動

講
演
会
と
体
験
会

水
戸
、来
月
�
日

　
県
郷
土
文
化
振
興
財
団

と
茨
城
民
俗
学
会
は
５
月

�
日
午
前
�
時
～
正
午
、

水
戸
市
内
原
町
の
市
内
原

中
央
公
民
館
で
、
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
講
演
会
と
体

験
会
を
開
く
。

　
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
は

幅
１
㍍
、
長
さ
２
・
５
㍍

の
面
を
�
㌢
四
方
の
マ
ス

目
で
区
切
っ
た
マ
ッ
ト
を

使
用
し
、前
進
、
後
退
、
左

右
、
斜
め
方
向
に
連
続
移

動
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

歩
く
脳
ト
レ
運
動
と
し
て

高
齢
者
の
転
倒
防
止
の
効

果
が
認
め
ら
れ
、
認
知
症

予
防
に
役
立
つ
可
能
性
も

検
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
開
発
者
の
大
蔵
倫
博
筑

波
大
体
育
系
准
教
授
を
講

師
に
招
き
、
体
験
す
る
。

参
加
費
は
無
料
。
申
し
込

み
は
５
月
７
日
ま
で
に
今

瀬
さ
ん
☎
０
２
９
（
２
３

１
）
４
６
６
５
。
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ホ
ー
ム
を
挟
む
形
で
上
下
線

が
走
る
新
取
手
駅

　
国
道
２
９
４
号
沿
い
に

位
置
し
、
車
の
中
か
ら
駅

舎
を
望
む
こ
と
が
で
き

る
。
ホ
ー
ム
は
駅
舎
と
離

れ
た
構
造
に
な
っ
て
お

り
、
ホ
ー
ム
を
挟
む
形
で

上
下
線
が
走
る
。
ホ
ー
ム

へ
の
移
動
は
、
構
内
踏
切

を
利
用
す
る
。
駅
か
ら
徒

歩
５
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ

る
の
が
、
「
と
げ
ぬ
き
地

蔵
」
。
か
つ
て
、
と
げ
を

抜
く
名
人
の
女
性
が
い
た

と
伝
え
ら
れ
、
や
が
て
女

性
を
し
の
ん
で
地
蔵
が
建

て
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
物
理
的
な
「
と
げ
」

の
み
な
ら
ず
、
苦
労
や
不

幸
を
は
ら
っ
て
く
れ
る
と

さ
れ
、
毎
月
旧
暦
の
�
日

に
は
縁
日
が
立
っ
て
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。

　
地
蔵
を
管
理
す
る
軽
部

次
男
さ
ん
（
�
）は
、
「
も

と
も
と
は
わ
が
家
の
氏
神

様
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
で
は
多
く
の
方
に

親
し
ま
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ

足
を
運
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
（
毎
週
金
曜
日
掲
載
）

　
【
土
浦
市
】

　
◆
第
�
回
相
原
信
雄
き
り
え
展

「
女
神
降
臨
」
　
４
～
�
日
、
中

央
１
丁
目
の
ま
ち
か
ど
蔵
・
野

村
。
ビ
ー
ナ
ス
・
鬼
子
母
神
・
雷

・
花
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
女
神
を

表
現
。
同
蔵
☎
０
２
９
（８
２
４
）

２
８
１
０

　
【
結
城
市
】

　
◆
全
日
本
写
真
連
盟
第
�
回
県

西
支
部
写
真
展
　
９
～
�
日
、
中

央
町
２
丁
目
の
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
ア
ク
ロ
ス
展
示
場
。
〝
愛
（
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
）
〟
を
課
題
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
な
ど
１
２
６
点
。
午
前
�

時
～
午
後
６
時
（
初
日
午
後
１
時

か
ら
、
最
終
日
同
５
時
ま
で
）
。

県
西
支
部
長
の
谷
島
さ
ん
☎
０
２

９
６
（
�
）
６
４
５
６

　
【
つ
く
ば
市
】

　
◆
オ
ダ
ギ
秀
写
真
展
「
野
仏
紀

行
」
　
�
日
ま
で
小
田
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
梟
（
ふ
く
ろ
う
）
。
撮
り
続

け
て
き
た
、
茨
城
の
山
・
野
・
路

に
た
た
ず
む
石
の
仏
像
写
真
を
展

示
。
オ
ダ
ギ
ス
タ
ジ
オ
☎
０
２
９

（
２
２
５
）
２
６
７
９

　
【
栃
木
県
益
子
町
】

　
◆
町
田
幸
×
星
耕
硝
子
展
　
４

～
�
日
午
前
�
時
～
午
後
６
時

（
最
終
日
同
４
時
ま
で
）
、
上
大

羽
の
も
え
ぎ
本
店
。
白
を
ベ
ー
ス

に
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
を
巻
い
た
新
作

の
食
と
、
コ
ッ
プ
や
器
、
花
器
な

ど
吹
き
ガ
ラ
ス
で
制
作
さ
れ
た
作

品
計
約
２
４
０
点
。
木
曜
定
休
。

同
店
☎
０
２
８
５
（�
）８
１
１
１

　
◆
日
本
茶
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
‘
Ｖ
ｏ

ｌ
．
２
　
９
日
ま
で
上
大
羽
の
も

え
ぎ
本
店
。
�
作
家
の
茶
器
を
展

示
。
４
、
５
日
は
展
示
品
の
一
部

を
使
い
日
本
茶
が
楽
し
め
る
（
無

料
）
。午
前
�
時
～
午
後
６
時
（最

終
日
同
４
時
ま
で
）
。水
曜
定
休
。

同
店
☎
０
２
８
５
（�
）８
１
１
１

　
◆
宇
佐
美
成
治
展
　
４
～
�
日

午
前
�
時
～
午
後
５
時
、
城
内
坂

の
や
ま
に
大
塚
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緑
陶

里
。
宇
都
宮
市
で
活
動
す
る
作
家

の
初
個
展
。
オ
ブ
ジ
ェ
や
食
器
、

器
な
ど
＝
写
真
。
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☎
０
２
８
５
（�
）４
７
８
９

　
◆
川
西
知
沙
展
　
４
～
�
日
、

城
内
坂
の
も
え
ぎ
城
内
坂
店
。
美

濃
エ
リ
ア
の
白
磁
を
ベ
ー
ス
と
し

た
生
活
食
器
。
水
の
光
の
揺
ら
ぎ

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
約
３
０
０

点
。午
前
９
時
半
～
午
後
６
時
（最

終
日
同
５
時
ま
で
）
。
同
店
☎
０

２
８
５
（�
）６
０
０
３

　
◆
シ
ャ
ロ
ッ
ト
オ
カ
ダ
帽
子
展

　
４
～
�
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
益
子
の
つ
か
も
と
作
家
館
。

札
幌
五
輪
や
日
航
客
室
乗
務
員
の

帽
子
な
ど
を
手
掛
け
た
職
人
の
創

作
展
。
女
性
用
ブ
レ
ー
ド
帽
子
な

ど
約
�
点
。
木
曜
定
休
。
同
店
☎

０
２
８
５
（�
）
３
２
２
３

　
【
水
戸
市
】

　
◆
小
峰
尚
・
海
の
陶
展
　
９
～

�
日
、新
荘
３
丁
目
の
稽
古
場
風
。

正
午
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
同

５
時
）
。
�
、
�
日
は
休
廊
。
風

☎
０
２
９
（
２
２
４
）６
６
７
７

　
神
栖
市
筒
井
の
鹿
島
食
品
（
大

槻
眞
人
社
長
）
が
�
万
８
１
７
８

円
。
５
月
�
日
の
業
者
親
睦
会
お

よ
び
展
示
会
開
催
に
よ
る
善
意

金
。
大
槻
正
毅
専
務
と
出
津
裕
士

業
務
本
部
次
長
＝
写
真
右
か
ら
＝

が
「
震
災
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
寄
託
し
た
。

◇

　
東
海
村
立
村
松
小
（
澤
畠
京
子

校
長
）
が
６
万
５
４
８
７
円
。
計

画
委
員
会
の
児
童
ら
＝
写
真
＝
が

中
心
と
な
っ
て
親
子
奉
仕
作
業
や

運
動
会
で
保
護
者
や
地
域
住
民
に

募
金
を
呼
び
掛
け
た
。
「
地
震
で

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
方
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
大
沼
有
紀
子

教
諭
が
届
け
た
。◇

　
水
戸
市
立
緑
岡
小
学
校
（
鬼
澤

真
寿
校
長
）が
�
万
４
７
６
４
円
。

保
健
委
員
会
児
童
ら
＝
写
真
＝
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
護
者
や
教
職
員
ら
が
一

丸
と
な
っ
て
募
金
活
動
を
行
っ

た
。
「
い
ち
早
い
復
興
を
」
と
小

林
良
導
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
届
け
た
。

◇

　
笠
間
市
立
稲
田
中
学
校
が
５
万

１
６
５
８
円
。
生
徒
会
役
員
と
環

境
福
祉
委
員
＝
写
真
＝
が
中
心
と

な
っ
て
、
全
校
と
地
域
の
方
々
に

呼
び
掛
け
募
っ
た
救
援
金
。

◇

　
城
里
町
立
桂
中
学
校
生
徒
会

（
寺
門
太
陽
生
徒
会
長
）
が
２
万

�
円
。
生
徒
会
本
部
役
員
を
中
心

に
募
金
活
動
＝
写
真
＝
を
行
っ

た
。
「
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く

の
方
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

恩
を
少
し
で
も
返
し
、
力
に
な
れ

れ
ば
」
と
副
会
長
の
小
貫
友
梨
さ

ん
が
寄
託
し
た
。◇

　
根
本
工
務
店
（根
本
勝
義
社
長
）

と
そ
の
協
力
会
で
組
織
す
る
根
義

愛
会
（
ね
ぎ
ら
い
か
い
）
が
５
万

円
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
参
加
者
か

ら
募
っ
た
善
意
。
盛
田
周
作
建
設

部
課
長
、
根
本
昌
義
常
務
、
盛
田

弘
明
専
務
＝
写
真
左
か
ら
＝
が
届

け
た
。

◇

　
リ
ハ
ビ
リ
・
介
護
福
祉
等
の
分

野
を
支
援
事
業
展
開
す
る
Ｒ
ｉ
ｓ

ｅ
　
ｔ
ｏ
ｔ
ａ

ｌ
　
ｓ
ｕ
ｐ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
（
所
圭

吾
代
表
）
が
２

万
円
。
同
職
員

か
ら
の
善
意
を
所
代
表
＝
写
真
＝

が
届
け
た
。

◇

　
桜
川
市
立
羽
黒
小
学
校
（
塚
本

柳
一
校
長
）が
５
万
１
８
６
１
円
。

生
活
委
員
会
の
児
童
＝
写
真
＝
が

「
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
助
と
な

れ
ば
」
と
全
校
・
保
護
者
に
呼
び

掛
け
募
っ
た
。

◇

　
常
総
市
若
宮
戸
西
部
自
治
会

（
猪
瀬
峰
雄
区
長
）
が
６
万
５
千

円
。
自
治
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

善
意
。
「
常
総
市
も
水
害
に
遭
い
、

災
害
は
人
ご
と
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
熊
本
の
皆
さ
ん
の
一
日
も
早

い
復
興
を
」
と
同
自
治
会
平
塚
稔

班
長
、
猪
瀬
区
長
、
野
村
明
班
長

＝
写
真
左
か
ら
＝
が
届
け
た
。

チャリティーコンサートを控え稽古に

励む磯節道場会員＝ひたちなか市内

昨年の「１０００人画廊」の

制作の様子＝神栖市南浜

　
【
石
岡
市
】
定
例
会
は
７
日
開

会
し
、
２
億
３
８
７
０
万
円
を
追

加
す
る
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
、
看
板
建
築
整
備
な

ど
に
関
す
る
市
景
観
条
例
の
一
部

改
正
案
な
ど
�
議
案
を
審
議
す

る
。会
期
は
�
日
ま
で
の
�
日
間
。

一
般
質
問
は
�
～
�
日
の
３
日

間
。

　
磯
節
道
場
は
、
代
表
の
谷
井

法
童
（
本
名
・
武
）
さ
ん
（
�
）

の
父
親
の
初
代
・
谷
井
法
童
が

立
ち
上
げ
た
「
磯
節
保
存
会
」

が
ル
ー
ツ
だ
。
�
年
前
に
初
代

が
亡
く
な
り
、
そ
の
２
年
後
、

谷
井
さ
ん
が
保
存
会
か
ら
独
立

す
る
形
で
磯
節
道
場
を
つ
く
っ

た
。

　
磯
節
道
場
が
あ
る
那
珂
湊
地

区
は
江
戸
時
代
、
北
海
道
や
東

北
か
ら
船
で
物
資
が
運
ば
れ
、

陸
路
で
江
戸
に
運
搬
す
る
中
継

地
点
と
し
て
発
展
。
明
治
末
期

以
降
は
漁
業
が
栄
え
た
。

　
磯
節
の
発
祥
は
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
が
、
谷
井
さ
ん
に
よ

る
と
、
同
地
区
で
は
芸
者
を
中

心
に
歌
わ
れ
て
き
た
と
い
う
。

最
大
約
２
０
０
人
と
さ
れ
る

芸
者
も
戦
後
は
減
少
し
、
磯
節

を
絶
え
さ
せ
な
い
た
め
に
初
代

が
保
存
会
を
つ
く
っ
た
と
い

う
。

　
運
営
に
当
た
り
、
初
代
も
谷

井
さ
ん
も
こ
だ
わ
っ
た
の
が
授

業
料
は
取
ら
な
い
こ
と
。
谷
井

さ
ん
は
「
土
地
に
根
付
い
て
こ

そ
民
謡
。
後
世
に
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
だ
け
で
、
お
金
は
目

的
で
は
な
い
」
と
語
る
。

　
現
在
は
５
歳
か
ら
�
歳
ま
で

約
�
人
が
毎
月
第
１
、
３
金
曜

日
の
夜
に
稽
古
す
る
。
３
世
代

が
会
員
の
家
族
も
い
る
。

　
同
市
の
高
校
１
年
、
大
内
佑

芽
さ
ん
（
�
）
は
姉
が
会
員
だ
っ

た
影
響
で
４
歳
か
ら
道
場
に
通

う
。
大
内
さ
ん
は
「
磯
節
は
自

分
の
誇
り
」
と
話
す
。

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
第
�
回
ふ
る
さ
と
の
ひ
び
き
」

は
５
日
午
後
０
時
半
か
ら
同
市

那
珂
湊
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
。
同
コ
ン
サ
ー
ト

は
２
年
に
１
回
開
き
、
昨
年
結

成
�
年
を
迎
え
た
こ
と
を
受
け

て
、
今
回
は
�
周
年
記
念
と
銘

打
つ
。
磯
節
を
は
じ
め
、
県
内

や
全
国
の
民
謡
が
披
露
さ
れ

る
。
会
場
で
は
熊
本
地
震
の
募

金
活
動
も
実
施
す
る
。
入
場
料

は
２
千
円
。
問
い
合
わ
せ
は
磯

節
道
場
☎
０
２
９
（
２
６
３
）

６
８
８
６
。

（
斉
藤
明
成
）

　
ひ
た
ち
な
か
市
の
「
磯
節
道
場
」
が
結
成
�
年
を
記
念
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
稽
古
に
励
ん
で
い
る
。
「
伝
統
文
化
を
残
し

た
い
」
の
一
心
で
、
地
元
に
伝
わ
る
磯
節
な
ど
民
謡
を
残
し
て
き
た
。

今
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
３
世
代
が
お
は
や
し
や
踊
り
を
学

び
、
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
市
内
で
５
日
に
開
か

れ
る
。

　
神
栖
市
は
、
同
市
南
浜
の
護

岸
壁
に
絵
を
描
く
「
１
０
０
０

人
画
廊
」
の
制
作
者
を
募
集
し

て
い
る
。

　
１
９
９
０
年
か
ら
定
期
的
に

続
く
取
り
組
み
で
、
今
年
も
新

た
に
壁
画
制
作
を
行
う
。
応
募

締
め
切
り
は
６
月
�
日
。

　
募
集
点
数
は
�
点
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
。
集
ま
っ

た
原
画
を
事
務
局
で
審
査
し
、

制
作
の
可
否
を
決
定
。
審
査
を

通
る
と
、
７
月
�
日
～
８
月
�

日
に
、
市
か
ら
配
布
さ
れ
る
水

性
ア
ク
リ
ル
塗
料
で
縦
２
メ
ー

ト
ル
×
横
４
メ
ー
ト
ル
の
下
処

理
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
制

作
を
行
う
。

　
作
品
の
テ
ー
マ
は
自
由
。
現

地
の
環
境
に
ふ
さ
わ
し
い
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
に
限
る
。
個
人
、

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
が
対
象
。

　
応
募
方
法
は
、
画
用
紙
（
横

長
）
に
着
色
し
た
原
画
の
裏
に

題
名
、
制
作
者
（
保
護
者
）
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
（
グ
ル
ー
プ
の
場

合
は
人
数
と
代
表
者
名
を
記

入
）
し
、
同
市
溝
口
の
市
商
工

観
光
課
へ
郵
送
か
持
参
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
課
☎
０
２

９
９
（�
）１
２
１
７
。

　
　
　
　
　
（
関
口
沙
弥
加
）

カ
フ
ェ
や
す
し
店

吹
奏
楽
の
演
奏
も

日
立
の
イ
ベ
ン
ト

　
日
立
市
の
中
小
路
学
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
が
主
催
す
る

「
な
か
ま
る
し
ぇ
」
が
５
月
�

日
、
日
立
駅
前
広
場
で
開
か
れ
、

大
勢
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た

＝
写
真
。
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を

中
心
に
約
�
の
ブ
ー
ス
が
出
店

し
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
明
秀
日
立

高
吹
奏
楽
部
や
日
立
一
高
の
生

徒
な
ど
が
演
奏
を
披
露
し
た
。

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
オ
キ

ー
フ
と
三
春
（
同
市
旭
町
）
が

コ
ー
ヒ
ー
、
ケ
ー
キ
、
笹
巻
き

を
は
じ
め
、
同
店
ス
タ
ッ
フ
の

ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
さ
ん
が
制
作
し

た
イ
ヤ
リ
ン
グ
「
め
め
く
ら
げ

の
み
み
か
ざ
り
」
を
販
売
。
す

し
店
の
門
部
屋
本
店
（
同
）
は

ゆ
ず
酢
の
ご
飯
、
い
な
り
ず
し

を
並
べ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験

コ
ー
ナ
ー
）
な
ど
も
設
け
ら
れ
、

多
賀
高
茶
道
部
は
「
熊
本
地
震

復
興
支
援
茶
席
」
を
企
画
・
運

営
し
、
同
市
立
駒
王
中
の
子
ど

も
た
ち
も
地
域
住
民
と
と
も
に

準
備
か
ら
運
営
ま
で
担
っ
た
。
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